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【こども支援部門】 

 １．「困り感」 を抱える子どもと保護者への支援  

(1) 「相談室 ほっとルーム」 における相談活動および支援実践 

(2) 不登校や登校しぶりの児童生徒への支援 

(3) 子ども支援に関わるスタッフの育成 

２．子どもたちの 「社会力」の育成を目指した支援実践 

(1) 「社会力」の育成を目指した支援プログラムの実施 

(2) 「学びの場 Room Leaf」 における 「社会力」の育成を目指した支援活動 

(3) 「困り感」を抱いた子どもたちが執筆する記念誌の作成  

(4) 「災害経験知」を生かした防災教育の発信 

３．「地域・家庭・学校」 教育力の向上支援 

(1) セミナーの開催 

 

【地域復興支援部門】 

１．県内自治体の各種計画策定、実現に向けての支援 

２．地域の復興に取り組む若者の状況把握と支援 

３．復興過程で文化財および震災関連資料を活用する自治体と連携した活動 

４．震災・原発事故時の避難所管理者、避難住民等へのヒヤリング 

５．災害公営住宅（仮設住宅含む）におけるコミュニティの構築についての調査研究 

６．帰還地域におけるコミュニティ形成における調査研究 

７．避難所（福祉避難所含む）の改善に関する調査研究 

 ８．外部機関と連携してのボランティアの養成 

９．商工・観光業の復興のための、行政や産業組合などと連携した調査研究 

10．国内において大規模災害が発生した際の、情報収集と調査研究、支援体制の検討 

11．東日本大震災の教訓を伝える防災教育教材の研究・開発・改善 

12．教員免許状更新講習・学校教育と連携しての防災教育の普及 

 

 

 

 

 

 



 

 【企画・コーディネート部門】 

１．FURE シンポジウムの開催 

２．各種イベントでの FURE 活動紹介 

３．相双地域支援サテライトによる被災１２市町村を対象とした復興支援 

(1)被災地域の復興に向けた支援活動 

(2)教育ワークショップ等による教育支援 

(3)被災地域の農業再生支援 

(4)外部への情報提供  

４．外部資金の獲得 

 

 

 

 


